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No. 

351　

令
和
２
年
９
月
15
日
発
行

発
行
・
編
集　

連
合
駿
台
会

　

発
行
人　

広
報
委
員
長
・
齋
藤
柳
光

　

編
集
人　

事
務
局
・
矢
嶋
ま
ゆ
子

〒
101- 

0052
千
代
田
区
神
田
小
川
町
三
︱
二
二

　
　
　
　

明
治
大
学
「
紫
紺
館
」
内

電
話
（
〇
三
）
三
二
九
六
︱
四
七
四
七

印
刷　

有
限
会
社　

美　

創

▽
令
和
元
年
度
の
事
業
報
告
（
①
例
会
・
総
会
…
五

回
（
三
月
例
会
は
中
止
）、
②
理
事
会
…
四
回
、
③

そ
の
他
〈
正
副
会
長
会
…
一
回
、
ビ
ジ
ネ
ス
勉
強
会

＆
グ
ル
メ
交
流
会
…
二
回
、
オ
ー
プ
ン
ゴ
ル
フ
コ
ン

ペ
…
二
回
、
新
入
会
員
歓
迎
会
…
一
回
、「
小
田
原
・

大
磯
の
歴
史
的
建
造
物
見
学
＆
名
料
亭
で
の
昼
食
を

楽
し
む
」
バ
ス
ツ
ア
ー
…
一
回
、
ラ
グ
ビ
ー
明
慶
戦

観
戦
と
懇
親
会
…
一
回
、
運
営
委
員
会
…
五
回
、
各

委
員
会
〉、
④
会
報
発
行
…
五
回
、
⑤
会
員
状
況
）

に
つ
い
て
、
当
山
明
彦
専
務
理
事
か
ら
報
告
が
あ
っ

た
。
会
員
数
に
つ
い
て
は
、
新
入
会
員
は
目
標
三
十

名
を
上
回
る
三
十
六
名
、
退
会
会
員
は
二
十
一
名
に

と
ど
ま
っ
た
た
め
、
年
度
末
の
会
員
数
は
十
五
名
増

加
し
て
、
三
百
七
十
七
名
と
な
っ
た
。

▽
令
和
元
年
度
の
収
支
計
算
書
・
貸
借
対
照
表
・
財

産
目
録
に
つ
い
て
は
、
小
山
修
財
務
委
員
長
よ
り
以

下
の
報
告
・
説
明
が
あ
っ
た
。

・「
収
支
計
算
書
」
に
つ
い
て
は
、「
収
入
の
部
」
で

は
、
当
期
収
入
総
額
は
１
９
６
４
万
８
１
２
７
円

（
予
算
額
１
９
５
１
万
円
・
対
予
算
比
一
〇
〇
・

七
％
）。
内
訳
で
は
年
会
費
収
入
が
１
５
９
０
万

第
六
十
六
回
連
合
駿
台
会
総
会
を
開
催

第
六
十
六
回
連
合
駿
台
会
の
通
常
総
会
が
、
令
和

二
年
七
月
二
十
二
日
、
明
治
大
学
「
紫
紺
館
」
四
階

会
議
室
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

開
会
に
先
立
ち
、
先
年
度
亡
く
な
ら
れ
た
方
々

（
河
野
典
男
氏
、
椎
名
茂
樹
氏
、
野
口
昌
宏
氏
）
お

よ
び
、
今
年
度
に
入
っ
て
か
ら
逝
去
さ
れ
た
江
崎
友

次
郎
氏
、
梅
津
章
氏
に
黙
祷
が
捧
げ
ら
れ
た
後
、
田

村
駿
会
長
は
開
会
を
宣
言
し
、
規
約
の
第
五
章
・
第

十
三
条
に
従
い
、
会
長
が
議
長
と
な
り
、
議
案
の
審

議
が
進
行
さ
れ
ま
し
た
。
な
お
、
第
一
号
議
案
・
第

二
号
議
案
は
関
連
性
の
高
い
も
の
な
の
で
、
両
議
案

の
説
明
後
に
一
括
し
て
質
問
を
受
け
、
そ
の
後
決
議

に
入
り
た
い
と
の
提
案
が
議
長
か
ら
あ
り
、
異
議
な

く
承
認
さ
れ
、
審
議
に
入
り
ま
し
た
。

〇
第
一
号
議
案

令
和
元
年
度
事
業
報
告
書
、
収
支
計
算
書
、
貸
借

対
照
表
・
財
産
目
録
の
報
告
、
な
ら
び
に
監
事
に

よ
る
監
査
報
告
承
認
の
件

５
０
０
０
円
（
予
算
額
１
５
５
０
万
円
・
対
予
算

比
一
〇
二
・
六
％
）
だ
が
、
例
会
費
収
入
は
２
９

６
万
円
（
予
算
額
３
２
０
万
円
・
対
予
算
比
九

二
・
五
％
）
と
な
っ
た
の
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
の
感

染
拡
大
に
よ
り
三
月
例
会
が
中
止
に
な
っ
た
こ
と

に
よ
る
。
広
告
費
収
入
は
78
万
円
（
予
算
額
80
万

円
・
対
予
算
比
九
七
・
五
％
）
で
、
ほ
ぼ
予
算
額

通
り
だ
っ
た
。

・「
支
出
の
部
」
で
は
、
総
務
費
関
係
は
全
体
で
６

６
４
万
７
８
８
１
円
（
予
算
額
５
４
０
万
円
・
対

予
算
比
一
二
三
・
一
％
）
と
な
っ
て
お
り
、
家
賃

共
益
費
・
人
件
費
は
ほ
ぼ
予
算
通
り
だ
っ
た
が
、

事
務
通
信
費
・
備
品
消
耗
品
費
・
印
刷
費
・
雑
費

は
い
ず
れ
も
予
算
よ
り
オ
ー
バ
ー
し
て
い
る
。
事

業
費
の
各
委
員
会
運
営
費
で
は
、
一
番
大
き
な
予

算
を
組
む
総
務
・
事
業
委
員
会
費
が
９
６
７
万
７

７
３
５
円
（
会
員
バ
ッ
ジ
制
作
費
を
含
む
、
予
算

額
９
８
０
万
円
・
対
予
算
比
・
九
八
・
八
％
）
を

は
じ
め
、
す
べ
て
の
委
員
会
が
予
算
未
達
で
、
五

委
員
会
の
総
額
で
は
１
４
５
８
万
７
０
６
６
円

で
、
予
算
額
１
６
９
０
万
円
に
対
す
る
対
予
算
比

は
八
六
・
三
％
、
２
３
０
万
円
あ
ま
り
の
黒
字

だ
っ
た
。
そ
の
他
慶
弔
費
も
合
わ
せ
、
当
期
支
出

合
計
は
２
１
３
５
万
６
４
７
円
（
予
算
額
２
２
５

０
万
円
・
対
予
算
比
九
四
・
九
％
）
と
な
り
、
こ

れ
を
受
け
て
次
期
繰
越
収
支
差
額
は
３
７
８
５
万

６
４
５
７
円
と
な
っ
た
。

・「
貸
借
対
照
表
」
で
は
、
借
方
「
資
産
の
部
」
が
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小
口
現
金
、
み
ず
ほ
銀
行
・
普
通
預
金
、
ゆ
う

ち
ょ
銀
行
・
普
通
預
金
、
み
ず
ほ
銀
行
・
定
期
預

金
、・
大
和
証
券
・
Ｍ
Ｍ
Ｆ
、
電
話
加
入
権
の
合

計
額
５
５
８
６
万
７
６
１
７
円
で
貸
方
「
負
債
・

正
味
財
産
の
部
」
の
額
と
一
致
し
て
い
る
。
結

果
、
年
度
末
の
正
味
財
産
は
５
５
８
５
万
６
４
５

７
円
と
な
っ
た
。

▽
監
査
報
告
（
二
宮
充
子
監
事
）

こ
れ
ら
に
つ
い
て
、
規
約
第
六
章
・
第
十
八
条
の

規
定
に
基
づ
き
、
令
和
二
年
七
月
十
日
付
け
で
二

宮
充
子
監
事
・
渡
邊
建
三
監
事
が
監
査
を
し
た
結
果
、

会
務
の
執
行
は
当
会
の
規
約
に
従
い
、
総
会
並
び
に

理
事
会
の
決
議
に
基
づ
き
誠
実
に
行
わ
れ
て
お
り
、

一
般
会
計
は
い
ず
れ
も
適
正
に
処
理
さ
れ
て
お
り
、

計
算
書
類
は
本
会
の
収
支
及
び
財
産
の
状
況
を
正
し

く
示
し
て
い
る
も
の
と
認
め
ら
れ
た
。

〇
第
二
号
議
案

各
委
員
会
令
和
元
年
度
事
業
報
告
お
よ
び
令
和
二

年
度
事
業
計
画
（
案
）・
活
動
予
算
（
案
）、
並
び

に
収
支
予
算
（
案
）
承
認
の
件

▽
総
務
・
事
業
委
員
会
　
鈴
木
隆
志
委
員
長

〈
令
和
元
年
度
事
業
報
告
〉

①　

年
度
後
半
、
令
和
二
年
に
入
り
、
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
ィ
ル
ス
感
染
拡
大
に
よ
り
例
会
と
運
営
委

員
会
を
中
止
し
た
。

②　

例
会
五
回
（
含
む
総
会
・
駿
台
懇
話
会
）、
理

事
会
四
回
、
正
・
副
会
長
会
、
運
営
委
員
会

五
回
を
開
催
し
た
。
特
に
十
一
月
忘
年
例
会

は
宇
崎
竜
童
氏
の
ラ
イ
ブ
を
開
催
、
例
会
過

去
最
高
の
百
七
十
名
以
上
の
参
加
者
が
あ
っ

た
。

③　

新
規
会
員
の
定
着
・
懇
親
の
た
め
の
事
業
（
ビ

ジ
ネ
ス
勉
強
会
＆
グ
ル
メ
交
流
会
、
新
入
会

員
歓
迎
会
）
を
開
催
。
特
に
二
月
は
山
田
憲

典
副
会
長
講
演
の
勉
強
会
を
交
詢
社
で
開
催
、

過
去
最
高
の
七
十
名
を
超
え
る
盛
会
と
な
っ

た
。

③　

会
員
相
互
の
親
睦
会
（
バ
ス
旅
行
、
ラ
グ
ビ
ー

観
戦
、
ゴ
ル
フ
コ
ン
ペ
二
回
）
を
開
催
し
た
。

〈
令
和
二
年
度
事
業
計
画
・
活
動
予
算
（
案
）〉

①　

令
和
二
年
度
年
間
計
画
に
基
づ
き
、
前
年
に
引

き
続
き
事
業
を
円
滑
に
進
め
る
。

②　

例
会
出
席
者
向
上
・
親
睦
の
た
め
に
魅
力
あ
る

楽
し
い
例
会
の
企
画
を
検
討
す
る
。

③　

新
規
会
員
の
定
着
・
懇
親
の
た
め
の
事
業
（
ビ

ジ
ネ
ス
勉
強
会
＆
グ
ル
メ
交
流
会
、
新
入
会

員
歓
迎
会
）
を
引
き
続
き
開
催
す
る
。

④　

会
員
相
互
の
親
睦
会
（
ス
ポ
ー
ツ
観
戦
、
ゴ
ル

フ
コ
ン
ペ
等
）
を
開
催
す
る
。

【
活
動
予
算
】　

６
８
０
万
円

▽
組
織
・
会
員
増
強
委
員
会
　
髙
澤
徹
委
員
長

〈
令
和
元
年
度
事
業
報
告
〉

①　

委
員
会
の
開
催

五
回
開
催
し
入
会
審
査
の
実
施
と
、
理
事
会

上
程
お
よ
び
持
ち
回
り
理
事
会
（
二
回
）
等
、

速
や
か
な
承
認
手
続
き
の
遂
行
を
し
た
。

②　

会
員
増
京
活
動
の
推
進

入
会
者
…
目
標
三
十
名

〈
実
績
〉
新
規
入
会
＝
三
十
六
名
、
入
会
承
認

＝
七
名　

辞
退
＝
一
名　
　
　
　

計
四
十
二
名

〈
新
規
入
会
者
内
訳
〉
新
社
長
就
任
・
懇
談
会

=

十
七
名
、
会
員
ご
紹
介
＝
二
十
五
名

〈
入
会
承
認
者
内
訳
〉
入
会
申
込
書
未
着=

七

名

	

・
平
成
三
十
一
年
四
月
一
日
時
点
の
会
員
数
…

三
百
六
十
二
名

	

・
令
和
元
年
度
の
実
績　

退
会
者
…
二
十
一
名
、 

		


入
会
者
…
三
十
六
名 ⇒

 

十
五
名
増

	

・
令
和
二
年
四
月
一
日
時
点
の
会
員
数
…

三
百
七
十
七
名

③　

会
員
の
例
会
出
席
率
の
向
上
策
の
検
討
と
実
施

会
員
ご
紹
介
に
よ
る
入
会
希
望
者
の
同
伴
費

用
は
例
会
八
名
に
な
り
、
入
会
促
進
に
つ
な

が
っ
た
。

総
務
・
事
業
委
員
会
と
連
携
し
て
、
二
月
に

新
入
会
員
歓
迎
会
を
開
催
し
た
。

〈
令
和
二
年
度
事
業
計
画
・
活
動
予
算
（
案
）〉

①　

委
員
会
の
開
催

年
五
回
を
目
安
に
入
会
審
査
の
実
施
と
速
や

か
な
承
認
（
目
標
二
十
名
）
の
手
続
き
の
遂

行
を
行
う
。

②　

会
員
増
強
活
動
の
推
進
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新
社
長
・
役
員
リ
ス
ト
に
よ
る
入
会
活
動
と

会
員
ご
紹
介
を
推
進
す
る
。
会
員
ご
紹
介
に

よ
る
入
会
希
望
者
の
例
会
同
伴
費
用
を
無
料

と
す
る
。

③　

会
員
の
例
会
出
席
率
の
向
上
策
の
検
討
と
実
施

を
図
る

過
去
三
年
の
新
入
会
員
で
例
会
無
出
席
、
ま

た
は
初
回
の
み
出
席
当
の
方
に
対
し
て
、
紹

介
会
員
の
ご
協
力
も
い
た
だ
き
、
出
席
促
進

を
行
う
。

【
活
動
予
算
】　

15
万
円

▽
広
報
委
員
会
　
斎
藤
柳
光
委
員
長

〈
令
和
元
年
度
事
業
報
告
〉

①　

会
報
（
第
三
百
四
十
五
号
〜
三
百
四
十
九
号
）

を
定
期
刊
行
し
て
、
会
員
相
互
の
情
報
を
共

有
し
て
会
の
運
営
の
円
滑
化
を
図
る
た
め
、
広

報
委
員
持
ち
回
り
で
編
集
後
記
を
積
極
的
に

出
稿
し
、
併
せ
て
、
連
動
す
る
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
の
活
性
化
に
努
め
、
年
度
内
で
イ
ン
フ
ォ

メ
ー
シ
ョ
ン
や
ニ
ュ
ー
ス
計
三
十
一
本
を

ア
ッ
プ
す
る
な
ど
し
て
、
例
会
な
ど
へ
の
参

加
者
増
を
目
指
し
情
報
の
充
実
を
図
っ
た
。

②　

明
治
大
学
広
報
紙
上
初
め
て
と
な
る
大
学
支
援

広
告
を
実
現
し
て
、
令
和
元
年
九
月
号
か
ら

令
和
二
年
五
月
号
ま
で
隔
月
で
計
五
回
掲
載

し
、
各
方
面
か
ら
多
大
な
反
響
を
得
た
。

〈
令
和
二
年
度
事
業
計
画
・
活
動
予
算
（
案
）〉

①　

現
行
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
、
大
学
組
織
の
新
体

制
や
会
の
活
動
の
変
更
や
拡
充
に
伴
い
、
大

幅
に
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
す
る
。
ま
た
、
機
能
的

に
も
さ
ら
な
る
有
用
な
ス
マ
ホ
対
応
や
、
今

後
求
め
ら
れ
る
Ｓ
Ｎ
Ｓ
対
応
な
ど
も
で
き
る

よ
う
に
、
ソ
フ
ト
の
充
実
を
図
る
。

②　

明
治
大
学
広
報
の
支
援
広
告
を
七
月
、
九
月
、

十
一
月
、
一
月
、
三
月
、
五
月
号
（
予
定
）
の

計
六
回
掲
載
す
る
。

③　

懸
案
で
あ
る
携
帯
電
話
番
号
を
使
う
Ｓ
Ｍ
Ｓ
の

実
用
化
を
図
り
、
例
会
等
の
リ
マ
イ
ン
ド
連

絡
な
ど
積
極
的
に
活
用
し
て
い
く
。

④　

年
賀
名
刺
広
告
の
募
集
方
法
を
検
討
し
て
、
早

期
の
案
内
や
制
作
態
勢
を
整
え
、
よ
り
多
く

の
会
員
に
「
活
動
費
の
支
援
」
と
い
う
認
識

で
参
加
を
促
し
て
い
く
。

【
活
動
予
算
】　

３
０
６
万
円

▽
大
学
支
援
委
員
会　

浅
井
宏
委
員
長

〈
令
和
元
年
度
事
業
報
告
〉

①　

学
術
賞
一
名
・
学
術
奨
励
賞
二
名
を
一
月
二
十

二
日
の
駿
台
懇
話
会
に
て
各
賞
を
授
与
。

②　

連
合
駿
台
会
寄
付
講
座
を
グ
ロ
ー
バ
ル
フ
ロ
ン

ト
・
ホ
ー
ル
に
て
、
春
期
・
秋
期
の
講
座
を

実
施
。

・
春
期
（
七
月
二
日
）
鷹
野
正
明
氏
（
㈱
ぐ

る
な
び
顧
問
／
「
自
ら
考
え
る
、
動
く
、

繋
げ
る
」）

・
秋
期
（
十
一
月
二
十
九
日
）
江
崎
徹
氏
（
㈱

は
せ
が
わ
代
表
取
締
役
社
長
／
「
終
活
の

現
状
と
日
本
人
の
供
養
心
」）

③　

フ
ュ
ー
チ
ャ
ー
ス
キ
ル
（
Ｆ
Ｓ
）
養
成
講
座

（
商
・
経
営
学
部
）
を
会
員
企
業
十
社
の
協
力

の
も
と
実
施
。
Ｆ
Ｓ
講
座
の
延
長
線
と
し
て

連
合
駿
台
会
協
賛
「
商
学
部
学
生
対
抗
プ
レ

ゼ
ン
大
会
」
と
、
特
に
一
年
次
生
を
対
象
に

「
商
学
部
・
経
営
学
部
Ｆ
Ｓ
部
門
学
生
対
抗
プ

レ
ゼ
ン
大
会
」
を
実
施
し
、
優
勝
チ
ー
ム
に

副
賞
を
添
え
表
彰
し
た
。

④　

就
職
キ
ャ
リ
ア
支
援
事
務
室
と
連
携
し
、
新
入

留
学
生
向
け
「
日
本
企
業
へ
の
就
職
活
動
支

援
」
の
た
め
の
説
明
会
（
二
回
目
）
を
会
員

企
業
の
協
力
を
い
た
だ
き
開
催
。
た
だ
し
年

度
後
半
の
計
画
は
、
コ
ロ
ナ
感
染
症
拡
大
で

中
止
し
た
。

⑤　

ホ
ー
ム
カ
ミ
ン
グ
デ
ー
、
シ
ェ
イ
ク
ス
ピ
ア
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
、
お
茶
の
水
Ｊ
Ａ
Ｚ
Ｚ
祭
（
開

催
は
翌
年
に
延
期
）
は
例
年
通
り
協
賛
。

〈
令
和
二
年
度
事
業
計
画
・
活
動
予
算
（
案
）〉

①　

今
年
度
の
学
術
賞
・
学
術
奨
励
賞
は
中
止
に
な

る
こ
と
が
決
ま
っ
た
が
、
今
年
度
中
止
の
分

を
、
大
学
創
立
一
四
〇
周
年
に
当
た
る
来
年

度
に
記
念
事
業
と
し
て
拡
大
し
た
い
と
の
打

診
が
、
大
学
側
か
ら
あ
っ
た
。

②　

連
合
駿
台
会
寄
付
講
座
は
、
春
期
は
中
止
、
秋

期
は
条
件
付
き
で
開
催
可
能
と
な
っ
て
い
る
。
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・
春
期
（
六
月
五
日
）
佐
野
公
哉
氏
（
㈱
片

倉
工
業
代
表
取
締
役
会
長
）
→ 

中
止

・
秋
期
（
十
一
月
頃
開
催
）
講
演
者
選
定
を

含
み
検
討
中

③　

フ
ュ
ー
チ
ャ
ー
ス
キ
ル
（
Ｆ
Ｓ
）
養
成
講
座

は
、
商
・
経
営
学
部
か
ら
の
増
設
要
請
に
合

わ
せ
三
講
座
を
追
加
し
十
三
講
座
を
開
催
予

定
だ
っ
た
が
、
コ
ロ
ナ
禍
の
影
響
で
講
座
数

を
減
ら
し
、
オ
ン
ラ
イ
ン
授
業
と
し
て
実
施

中
。
プ
レ
ゼ
ン
大
会
も
例
年
と
異
な
り
、
事

前
提
出
さ
れ
た
優
秀
チ
ー
ム
に
よ
る
オ
ン
ラ

イ
ン
審
査
が
検
討
さ
れ
て
い
る
。
大
会
の
表

彰
式
や
Ｆ
Ｓ
講
座
の
反
省
会
な
ど
は
、
コ
ロ

ナ
に
よ
る
自
粛
制
限
の
緩
和
状
況
を
見
極
め

な
が
ら
実
施
さ
れ
る
予
定
。

④　

新
入
留
学
生
向
け
「
日
本
企
業
へ
の
就
職
支

援
」
活
動
は
見
通
し
が
立
た
ず
、
オ
ン
ラ
イ

ン
開
催
も
検
討
に
入
れ
て
い
る
。

⑤　

ホ
ー
ム
カ
ミ
ン
グ
デ
ー
、
シ
ェ
イ
ク
ス
ピ
ア
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
、
お
茶
の
水
Ｊ
Ａ
Ｚ
Ｚ
祭
（
昨

年
度
分
が
今
年
度
に
延
期
）
の
協
賛
に
つ
い

て
は
前
年
度
実
績
通
り
だ
が
、
開
催
さ
れ
る

か
ど
う
か
不
透
明
な
状
況
に
あ
る
。

【
活
動
予
算
】　

１
５
０
万
円

▽
財
務
委
員
会
　
小
山
修
委
員
長

〈
令
和
元
年
度
事
業
報
告
〉

①　

当
年
度
中
の
新
規
入
会
者
数
は
目
標
の
三
十
名

（
三
十
名
）
に
対
し
三
十
六
名
（
二
十
九
名
）、

退
会
者
は
二
十
一
名
（
十
八
名
）
で
昨
年
度

よ
り
増
加
し
た
が
、
結
果
と
し
て
は
、
十
五

名
（
十
一
名
）
の
純
増
と
な
っ
た
。

②　

会
費
未
納
者
数
は
、
三
百
七
十
名
中
二
十
四
名

（
三
百
六
十
二
名
中
二
十
九
名
）
で
、
会
費
未

納
率
は
六
・
五
％
と
な
り
、
平
成
三
十
年
度

末
の
八
・
〇
％
と
比
較
す
る
と
一
・
五
ポ
イ

ン
ト
下
が
っ
た
。
こ
れ
は
十
一
月
末
現
在
の

未
納
者
六
十
七
名
に
対
し
十
二
月
に
再
請
求

を
か
け
た
と
こ
ろ
、
四
十
七
名
の
入
金
が
あ
っ

た
こ
と
に
も
起
因
す
る
と
思
わ
れ
る
。

ち
な
み
に
平
成
二
十
九
年
度
末
は
五
・
六
％
、

同
二
十
八
年
度
末
は
七
・
〇
％
と
、
ほ
ぼ
同

程
度
で
推
移
し
て
い
る
。

③　

年
会
費
収
入
は
、
当
初
予
算
の
１
５
５
０
万
円

（
１
５
０
０
万
円
）
に
対
し
て
１
５
９
０
万
５

５
０
０
円
（
１
５
１
１
万
４
５
０
０
円
）
で
、

約
40
万
円
（
約
12
万
円
）
の
増
収
、
対
予
算

比
は
一
〇
二
・
六
％
（
一
〇
〇
・
八
％
）。

※
以
上
、（　

）
内
の
数
字
は
、
す
べ
て
平
成

三
十
年
度
末
の
も
の

④
〈
令
和
二
年
三
月
三
十
一
日
現
在
〉

☆
会
費
納
入
見
込
み
会
員
数
…
三
百
七
十
名

　

一
般
…
三
百
八
名　

地
方
…
六
十
二
名

☆
会
費
納
入
者
数
…
三
百
四
十
六
名

　

一
般
…
二
百
八
十
五
名　

地
方
…
六
十
一
名

〈
令
和
二
年
度
事
業
計
画
・
活
動
予
算
（
案
）〉

①　

年
会
費
収
入
、
例
会
費
収
入
、
広
告
費
収
入
等

の
収
入
額
に
対
応
し
た
支
出
の
予
算
管
理
の

徹
底
化
を
図
り
、
財
産
基
盤
が
損
な
わ
れ
な

い
よ
う
、
収
支
差
額
予
算
を
達
成
す
る
。

②　

当
会
資
産
の
活
用
方
法
に
つ
い
て
協
議
し
、
使

途
な
ど
を
提
案
す
る
。

【
活
動
予
算
】　

10
万
円

【
令
和
二
年
度
収
支
予
算
（
案
）】

①　

収
入
の
部
で
は
、
コ
ロ
ナ
禍
に
よ
る
会
員
の
退

会
者
増
加
な
ど
も
見
込
ん
で
、
年
会
費
収
入

は
昨
年
度
実
績
よ
り
１
０
０
万
円
弱
減
ら
し
、

同
様
に
新
入
会
員
入
会
金
分
も
三
十
名
か
ら

二
十
名
（
60
万
円
）
と
し
、
計
１
４
６
０
万

円
と
し
た
。
例
会
費
収
入
は
す
で
に
五
月
は

中
止
、
今
回
の
七
月
総
会
も
懇
親
会
な
し
で

行
っ
た
の
で
、「
こ
れ
か
ら
例
会
を
行
え
る
」

と
い
う
前
提
の
も
と
、
百
名
出
席
×
四
回
と

見
込
ん
で
２
０
０
万
円
と
し
た
。
た
だ
し
こ

れ
は
今
後
の
状
況
に
よ
っ
て
大
き
く
変
わ
っ

て
く
る
の
で
、
あ
く
ま
で
も
不
確
定
な
予
算

額
で
あ
る
。
広
告
費
収
入
と
雑
収
入
は
と
も

に
昨
年
の
実
績
に
基
づ
き
想
定
し
、
当
期
収

入
計
は
１
７
４
１
万
円
。
前
期
繰
越
収
支
差

額
を
プ
ラ
ス
し
た
結
果
、
当
期
収
入
合
計
は

５
５
２
６
万
６
４
５
７
円
と
な
っ
た
。

②　

支
出
の
部
で
は
、
総
務
費
は
昨
年
同
様
の
５
４

０
万
円
、
事
業
費
は
先
ほ
ど
各
委
員
長
か
ら
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計
上
さ
れ
た
額
の
合
計
１
１
６
１
万
円
に
、
従

来
通
り
の
慶
弔
費
10
万
円
と
予
備
費
10
万
円

を
加
え
て
当
期
支
出
の
合
計
は
１
７
２
１
万

円
、
当
期
収
支
差
額
は
20
万
円
、
次
期
繰
越

収
支
差
額
は
３
８
０
５
万
６
４
５
７
円
と

な
っ
た
。

③　

こ
の
よ
う
に
今
年
度
は
、
収
入
・
支
出
と
も
コ

ロ
ナ
禍
の
状
況
に
よ
っ
て
大
き
く
変
わ
っ
て

く
る
の
で
、
あ
く
ま
で
も
現
段
階
で
の
予
測

に
基
づ
い
て
作
成
し
て
い
る
。

第
一
号
議
案
・
第
二
号
議
案
に
つ
い
て
は
、
満
場

一
致
で
可
決
・
承
認
さ
れ
た
。

第
三
号
議
案

役
員
改
選
の
件

田
村
会
長
か
ら
以
下
の
よ
う
な
説
明
が
あ
っ
た
。

役
員
の
任
期
は
、
規
約
第
10
条
に
定
め
ら
れ
て
い

る
よ
う
に
一
期
二
会
計
年
度
で
あ
り
、
今
回
が
全
役

員
の
任
期
満
了
と
な
る
。
私
は
会
長
を
二
期
四
年
務

め
た
の
で
、
本
来
な
ら
改
選
に
当
た
る
が
、
ご
承
知

の
よ
う
に
、
今
年
は
コ
ロ
ナ
禍
と
い
う
今
ま
で
に
経

験
し
た
こ
と
の
な
い
特
殊
な
事
情
下
に
あ
っ
て
、
い

ま
だ
活
動
も
ま
ま
な
ら
な
い
状
況
に
あ
る
。
加
え
て

来
年
は
大
学
の
創
立
一
四
〇
周
年
事
業
も
控
え
て
い

る
と
い
う
こ
と
で
、
私
が
も
う
一
期
会
長
を
務
め
る

こ
と
に
し
た
こ
と
を
ご
理
解
い
た
だ
き
た
い
。

ま
た
役
員
改
選
の
主
な
目
的
と
し
て
は
、
世
代
交

代
を
考
慮
し
つ
つ
、
こ
の
状
況
に
対
応
で
き
る
よ
う
、

各
委
員
会
を
充
実
さ
せ
る
と
い
う
こ
と
に
重
点
を
置

い
て
人
事
を
決
め
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
こ
と
を
ご
報

告
す
る
。

※
新
役
員
に
つ
い
て
は
、
九
ペ
ー
ジ
の
「
運
営
組

織
表
」
を
参
照
の
こ
と
。

第
三
号
議
案
に
つ
い
て
は
、
全
員
異
議
な
く
承
認

さ
れ
た
。

第
四
号
議
案

そ
の
他

当
山
明
彦
専
務
理
事
か
ら
、
以
下
の
説
明
が
あ
っ

た
。

・
令
和
二
年
度
の
連
合
駿
台
会
活
動
基
本
方
針
に
関

し
て
は
、
今
ま
で
同
様
の
方
針
を
踏
襲
し
進
め
て

い
く
。

・
令
和
二
年
度
の
例
会
日
程
等
に
つ
い
て
は
、
例
会

予
定
表
を
参
考
し
て
い
た
だ
き
た
い
が
、
こ
れ
は

あ
く
ま
で
も
現
段
階
で
の
予
定
な
の
で
、
今
後
の

日
程
（
日
程
変
更
を
含
む
）
等
に
注
意
し
て
い
た

だ
き
た
い
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

以
上

上
記
議
事
録
は
、
適
切
に
記
録
さ
れ
て
い
る
も
の

と
認
め
る
。

	

議
事
録
署
名
人　

河
村　

博

	

議
事
録
署
名
人　

浅
井　

宏
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令和元年度　連合駿台会　収支計算書

-5-

自：平成31年４月 １日

至：令和 ２年３月31日 （単位：円）

実績摘要  （収入の部）

勘定科目 予算額  実　績 予算比

年会費収入 15,500,000 15,905,000 102.6% （一般）290名、（地方）61名   （新会員入会金）35名×@30,000＝15,905,000円

例会費収入 3,200,000 2,960,000 92.5%
*例会…計5回（予算＝110名×5回 ⇒実質＝平均約128名×４回×＠5,000円）＋（予

算＝90名 ⇒実質＝81名×1回×＠5,000円）＝2,960,000円

広告費収入 800,000 780,000 97.5% 名刺広告代（@10,000円×63件＋@30,000円×5件）

雑収入 10,000 3,127 31.3%  みずほ普通預金・みずほ定期預金・ゆうちょ銀行利息

当期収入計 19,510,000 19,648,127 100.7%

前期繰越収金 39,558,977 39,558,977 100.0%

合　　　　計 59,068,977 59,207,104 100.2%

実績摘要  （支出の部）

勘定科目 予算額 決算額 予算比

Ⅰ．総務費

      （1） 家賃共益費 650,000 629,445 96.8% 紫紺館事務所家賃

      （2） 人件費 2,200,000 2,287,000 104.0% 事務局関連業務委託費及び会報発行業務費

      （3） 事務通信費 1,000,000 1,426,969 142.7% 電話代（約250,000円）/例会資料等発送費(約900,000円）/振込手数料ほか(280,000円）

      （4） 備品消耗品 500,000 930,087 186.0%
文具代・飲物代ほか（約470,000円）/発送用封筒・会員ネーム札作成＆刻印代（約350,000円）/名

刺代（約110,000円）

      （5） 印刷費 650,000 894,902 137.7% 事務局コピー機リース代（約200,000円）/コピー用紙代ほか（約700,000円）

      （6） 雑費 400,000 479,478 119.9% 事務局交通費等

総務費計（Ⅰ） 5,400,000 6,647,881 123.1%

Ⅱ．事業費

  1.各委員会運営費

      （1） 総務・事業委員会費 9,800,000 9,677,735 98.8%
例会費講師謝礼等（約4,520,000円）/会員バッジ制作費（約2,160,000円）/運営委員会・新入会員歓

迎会・正副会長会費（約680,000円）/名簿代（約420,000円）/各種事業費・委員会・諸経費（約

1,900,000円）

      （2） 組織・会員増強委員会費 200,000 40,000 20.0% 例会費補助（40,000円）

      （3） 広報委員会費 3,000,000 2,603,197 86.8%
会報発行費(1,730,000円）/ＨＰ運営業務委託費（約360,000円）/明大広報広告費（400,000円）/委

員会費（約110,00円）

      （4） 大学支援委員会費 3,800,000 2,206,034 58.1%
学術賞・奨励賞賞金＋副賞ほか（約1,410,000円）/寄付講座経費（約720,000円）/学生支援プレゼン

協賛金（160,000円）/大学行事協賛金（500,000円）/委員会費（約20,000円）

※上記支出から昨年度計上未払分600,000円分を差引して計上

      （5） 財務委員会費 100,000 60,100 60.1% 委員会費（60,1000円）

各委員会運営費計 16,900,000 14,587,066 86.3%

  2.その他事業費

      （1） 慶弔費 100,000 115,700 115.7%

その他事業費計 100,000 115,700

事業費計（Ⅱ） 17,000,000 14,702,766 86.5%

Ⅲ．予備費        　　 　  事業費計（Ⅲ） 100,000 0

当期支出合計（Ⅰ＋Ⅱ＋Ⅲ） 22,500,000 21,350,647 94.9%

次期繰越収支差額 36,568,977 37,856,457 103.5%

令和元年度　連合駿台会　収支計算書　　　　　

収  入  の  部

支  出  の  部
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令和元年度　連合駿台会　貸借対照表

-5-

自：平成31年４月 １日

至：令和 ２年３月31日 （単位：円）

科     目 金     額 科     目 金     額

（流動資産） 55,857,317 （流動負債） 11,160

小口現金 491,453 源泉預り金 11,160

みずほ銀行・普通預金 1,413,148

ゆうちょ銀行・普通預金 3,488,846 （正味財産） 55,856,457

みずほ銀行・定期預金 38,000,000       １．有志寄付金 18,000,000

大和証券・Ｍ．Ｍ．Ｆ． 12,463,870       ２．次期繰越収支差額 37,856,457

（固定資産） 10,300

電話加入権 10,300

資産合計 55,867,617 負債・正味財産合計 55,867,617

令和元年度　連合駿台会　貸借対照表　　　　　

資産の部 負債・正味財産の部

-5-

自：平成31年４月 １日

至：令和 ２年３月31日 （単位：円）

科   目

１．資産の部

   （１）流動資産

          小口現金 491,453

          みずほ銀行・普通預金 1,413,148

          ゆうちょ銀行・普通預金 3,488,846

          みずほ銀行・定期預金 38,000,000

          大和証券・Ｍ．Ｍ．Ｆ． 12,463,870

流動資産合計 55,857,317

   （２）固定資産

          電話加入権 10,300

固定資産合計 10,300

資  産  合  計 55,867,617

２．負債の部

   （１）負債の部

          源泉預り金 11,160

流動負債合計 11,160

負  債  合  計 11,160

正  味  財  産 55,856,457

令和元年度　連合駿台会　財産目録　　　　　

金   額

令和元年度　連合駿台会　財産目録
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－15－

自：令和2年4月 1日

至：令和3年3月31日

摘　　　要　（収入の部）

予算額

＊（一般） 270名×＠50,000円＝13,500,000円、（地方） 50名×＠10,000 = 500,000円

　 （新入会員入会金)　20名×@30,000＝600,000

2,000,000 ＊例会（5回 ) … 100名×4回×@5,000 ＝ 2,000,000円　

800,000

10,000 ＊預金利息

17,410,000

37,856,457

55,266,457

摘　　　要　（支出の部）

金　　額

Ⅰ.　総務費

(1) 家 賃 共 益 費 650,000 ＊紫紺館事務所家賃　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

(2) 人 件 費 2,200,000 ＊事務局関連業務委託費及び会報発行業務費等

(3) 事 務 ・ 通 信 費 1,000,000 ＊電話代/例会資料等発送費/振込手数料ほか

(4) 備 品 消 耗 品 500,000 ＊発送用封筒代/文具代/会員ネーム札作成代ほか

(5) 印 刷 費 650,000 ＊事務局コピー機リース代/コピー用紙代ほか

(6) 雑 費 400,000 ＊事務局交通費/資料代ほか

5,400,000

Ⅱ.　事業費

　1. 各委員会運営費

総 務 ・ 事 業

委  員  会  費

組織・ 会員増強

委 員 会 費

大 学 支 援

委 員 会 費

11,610,000

　2. その他事業費

(1) 慶 弔 費 100,000

100,000

11,710,000

100,000

17,210,000

200,000

38,056,457 次   期   繰   越   収   支   差   額

(4) 1,500,000

寄付講座および諸経費（350,000円）/「学生対抗プレゼン大会」（仮称）副賞

ほか費用（700,000円）/「留学生就職支援」関連費（１00,000円）/大学行事

協賛金（300,000円）/委員会費（50,000円）

（5) 財 務 委 員 会 費 100,000 委員会費（100,000円）

　　　各　委　員　会　運　営　費　計

　　　そ　の　他　事　業　費　計

事業費計（Ⅱ）

 当　期　支　出　合　計　（Ⅰ＋Ⅱ＋Ⅲ）

 当　　　期　　　収　　　支　　　差　　　額

Ⅲ.　予備費  　　   　　　　　　　　 　 　 事業費計（Ⅲ）

例会費・講師等謝礼(5,000,000円）/正・副会長費、運営委員会費（600,000

円）/名簿発行費（400,000円）/各種事業費（700,000円）/諸経費（100,000

円）

(2) 150,000 新入会員定着活動費（50,000円）/会員増強活動費（100,000円）

(3) 広 報 委 員 会 費 3,060,000

会報発行費(1,500,000円）/HPの管理・維持費（360,000円）/HPリニューア

ル関連経費（600,000円）/大学支援広告費（500,000円）/委員会費

（100,000円）

当 期 収 入 合 計

支　出　の　部     　　　   

勘定科目

総務費計(Ⅰ)

(1) 6,800,000

例 会 費 収 入

広 告 費 収 入

雑 収 入

当 期 収 入 計

前 期 繰 越 収 支 差 額

令和２年度　連合駿台会　収支予算

収　入　の　部    　　    

勘定科目

年 会 費 収 入 14,600,000

令和2年度　連合駿台会　収支予算
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《副会長》 運営役員
山田  憲典 《専務理事》 委  員  長　　　鈴木隆志鈴木  隆志
青柳  勝栄 当山  明彦 副委員長　杉浦  伸二 宮下        隆 大野  正美 室井  恵明
山田  朝彦 《常務理事》 担当委員　辻井  知明 中根        武 鬼塚  和也 塙        英幸
畠中  君代 齊藤  柳光 山口  大介 神林        光
佐藤      健 高澤        徹
山田  幸夫 伊原  敏雄
徳丸  平太郎 吉田  光一郎
向井  眞一 鈴木  隆志
浅井　    宏 《常任理事》
栗原  権右衛門 長谷川  進一 委  員  長 高澤      徹
中川  敏洋 杉浦  伸二 副委員長 長谷川進一 栢森　靖
三枝  富博 松崎  優子 担当委員 宇川  一夫 関根        均 石橋  良一 馬場  範夫
山本  良一 眞壁  八郎 奥村  勝広 古本  英樹
木下  唯志 宮下        隆
西澤        豊 高橋  郁夫
坂田  正弘 栢森          靖
狩野  省市 古賀  慎一郎
佐野  公哉 大野  正美
草木  頼幸 安達  明正 委  員  長 齋藤  柳光
池田  一義 室井  恵明 副委員長 大石  哲也
河村        博 大石  哲也 担当委員 平田  静子 弓野  理恵 宮本  浩二 根田  吉雄  
沓掛  英二 《理事》 相臺  志浩
木村  健一 小島  清治
《特別顧問》 平田  静子
長堀  守弘 宇川  一夫 ・会員間の情報交換を促進
山口  政廣 富流水  孝二
北野　大 青木  幹則
《顧問》 関根        均 委  員  長 伊原  敏雄  
根田  哲雄 大前  実之 副委員長 眞壁  八郎 高橋  郁夫 安達  明正
兒玉  圭司 石橋  良一 担当委員 小島  清治 富流水孝二 青木  幹則 大前  実之
前川  一郎 馬場  範夫 林        威樹 阿部  倫明
藤巻  伴英 奥村  勝広
原田        榮 弓野  理恵
二宮  充子 林        威樹
圷        昭二 阿部  倫明
村田  嘉一 辻井  知明
村岡        健 古本  英樹 委  員  長 吉田光一郎
武田  宣夫 中根        武 副委員長 松崎  優子 古賀慎一郎
有賀  隆治 鬼塚  和也 担当委員 谷原        誠
丸山  律夫 谷原        誠
上西  紘治 宮本  浩二
岡本  満夫 根田  吉雄
鈴木  紘一 塙        英幸
佐藤        仁 相臺  志浩
水江        博 山口  大介
潮田  伊佐夫 神林        光
大原  幸男 ・連合駿台会全体の活動についての提案と討議
並木  洋一 《監事》

小山        修 1．理  事  会
渡邊  建三 　  常任理事・理事・特別顧問・顧問・監事

2．各委員会 …  委員長は常務理事、副委員長は常任理事、
　  担当委員は理事

3．必要に応じて正・副会⻑⾧長会議を開催することができる

・入会金、年会費、広告料など、当会資産の管理

・新しい大学支援システムなどへのアドバイス

〈運営委員会〉  …  会長・専務理事・各委員長
・各委員会活動状況に関する、情報シェアおよび意見交換

…  会長・副会長・専務理事・常務理事・

〈大学支援委員会〉

・大学が求める支援プログラムについて個々に検討、支援の実施
・学術賞の報奨金、対象者などについて効果的な支援策の検討
・寄付講座など大学への諸行事の支援プログラムの計画・実施

〈財務委員会〉

令和2年7月22日　作成

・当会資産の活用方法について協議、使途などの提案

〈広報委員会〉

連合駿台会運営組織表

〈理  事  会〉
《会長》田村    駿

＜総務・事業委員会＞

・例会の運営、講師などの交渉
・新年会、バス旅行、オープンゴルフ会など親睦活動の開催
・その他、大学関係のイベントへの参加奨励など

〈組織・会員増強委員会》

・新会員増強のため種々のプログラム実施
・新会員入会審査
・長期的に見た会員入会基準のスタディと新提案

・会報の発行並びに編集
・ホームページの維持・管理

連合駿台会運営組織表
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◆
新
入
会
員
ご
紹
介

前
会
ま
で
の
理
事
会
で
承
認
さ
れ
、
入
会
さ
れ
た

方
を
ご
紹
介
し
ま
す
。　
　
　
（
敬
称
略
・
到
着
順
）

◆
明
大
ニ
ュ
ー
ス

●
二
〇
一
九
年
度
私
立
大
学
等
経
常
費
補
助
金

明
大
は
約
三
十
七
億
円
、全
国
十
一
位

日
本
私
立
学
校
振
興
・
共
済
事
業
団
は
、
二
〇
一

九
年
度
の
私
立
大
学
等
（
大
学
・
短
期
大
学
・
高
等

専
門
学
校
）
に
対
す
る
「
私
立
大
学
等
経
常
費
補
助

金
」
の
交
付
状
況
を
発
表
し
た
。
本
学
へ
の
交
付
額

は
三
十
七
億
六
千
二
十
五
万
七
千
円
と
な
り
、
順

位
は
全
国
十
一
位
だ
っ
た
（
前
年
度
九
位
）。

私
立
大
学
等
経
常
費
補
助
金
は
、
①
私
立
大
学
等

の
教
育
研
究
条
件
の
維
持
向
上
、
②
学
生
の
修
学
上

の
経
済
的
負
担
の
軽
減
、
③
私
立
大
学
等
の
経
営
の

健
全
性
向
上
に
資
す
る
た
め
、
日
本
私
立
学
校
振

興
・
共
済
事
業
団
が
国
か
ら
補
助
金
の
交
付
を
受
け
、

こ
れ
を
財
源
と
し
て
全
額
、
学
校
法
人
に
対
し
て
設

置
学
校
の
経
常
的
経
費
に
つ
い
て
補
助
す
る
も
の
で

あ
る
。

こ
の
補
助
金
に
は
、
各
学
校
に
お
け
る
教
職
員
数

や
学
生
数
等
に
所
定
の
単
価
を
乗
じ
て
得
た
基
準
額

を
教
育
研
究
条
件
の
状
況
に
応
じ
て
傾
斜
配
分
す
る

「
一
般
補
助
」
と
、
教
育
・
研
究
に
関
す
る
特
色
あ

る
取
り
組
み
に
応
じ
て
配
分
す
る
「
特
別
補
助
」

が
あ
る
。

二
〇
一
九
年
度
の
私
立
大
学
等
経
常
費
補
助
金
の

交
付
状
況
を
見
る
と
、
交
付
学
校
数
は
八
百
六
十
一

校
、
交
付
総
額
は
三
千
百
六
十
六
億
二
千
七
百
五
十

七
万
二
千
円
で
あ
り
、
内
訳
で
は
一
般
補
助
二
千
七

百
六
十
億
二
千
七
百
三
十
五
万
八
千
円
、
特
別
補
助

四
百
六
億
二
十
一
万
四
千
円
と
な
っ
て
い
る
。

こ
の
う
ち
私
立
大
学
に
は
、
二
千
九
百
八
十
九
億

九
千
六
十
八
万
二
千
円
が
交
付
さ
れ
て
い
る
。
交
付

額
を
大
学
一
校
当
た
り
に
換
算
す
る
と
五
億
一
九
〇

八
万
千
円
で
、
学
生
一
人
当
た
り
十
五
万
円
と
な
る
。

二
〇
一
九
年
度
は
、
特
色
あ
る
教
育
の
展
開
、
特

色
あ
る
高
度
な
研
究
の
展
開
、
地
域
社
会
へ
の
貢
献
、

社
会
実
装
の
推
進
と
い
っ
た
改
革
に
全
学
的
・
組
織

的
に
取
り
組
む
学
校
に
対
す
る
支
援
を
強
化
す
る
た

め
、「
私
立
大
学
等
改
革
総
合
支
援
事
業
」
と
し
て
、

三
百
十
校
に
対
し
増
額
配
分
（
一
般
補
助
お
よ
び
特

別
補
助
の
内
数
）
が
行
わ
れ
た
。

明
治
大
学
へ
の
交
付
額
の
三
十
七
億
六
千
二
十
五

万
七
千
円
の
う
ち
、
一
般
補
助
は
三
十
億
四
千
百
三

十
九
万
円
、
特
別
補
助
は
七
億
千
八
百
八
十
六
万
七

千
円
で
あ
っ
た
。

国
か
ら
経
常
費
補
助
金
と
し
て
財
政
支
援
を
受
け

て
い
る
大
学
は
、
社
会
の
要
請
に
応
え
る
べ
く
、
教

育
・
研
究
体
制
を
構
築
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。
本
学
に
お
い
て
も
、
グ
ロ
ー
バ
ル
社
会
で
活
躍

で
き
る
人
材
の
育
成
、
研
究
成
果
の
発
信
等
に
よ
る

地
域
・
社
会
と
の
連
携
を
中
心
に
、
緩
み
な
く
改
革

に
取
り
組
み
、
さ
ら
な
る
補
助
金
の
獲
得
を
目
指
し

積
極
的
な
展
開
を
図
っ
て
い
く
。

●
リ
ク
ル
ー
ト
進
学
ブ
ラ
ン
ド
力
調
査
二
〇
二
〇

「
志
願
し
た
い
大
学
」で
一
位

リ
ク
ル
ー
ト
進
学
総
研
が
七
月
十
六
日
に
発
表
し

た
「
進
学
ブ
ラ
ン
ド
力
調
査
二
〇
二
〇
」
ラ
ン
キ
ン

グ
「
志
願
し
た
い
大
学
」（
関
東
エ
リ
ア
）
で
、
明

治
大
学
が
四
年
ぶ
り
に
一
位
と
な
っ
た
こ
と
が
わ

か
っ
た
。
文
理
別
で
は
「
文
系
」
で
一
位
、「
理
系
」

で
四
位
、
さ
ら
に
、「
知
っ
て
い
る
大
学
」
の
項
目

で
は
四
位
と
な
る
な
ど
、
明
治
大
学
が
高
校
生
か
ら

高
い
注
目
を
集
め
て
い
る
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。

こ
の
ほ
か
、
イ
メ
ー
ジ
項
目
別
ラ
ン
キ
ン
グ
で
は
、

「
学
び
た
い
学
部
・
学
科
が
あ
る
」
で
昨
年
五
位
か

石い
し

村む
ら　

等ひ
と
し

昭
和
五
十
一
年
・
商
学
部
卒

大
栄
不
動
産
㈱

取
締
役
社
長

東
京
都
板
橋
区
在
住

上か
み

形が
た　

秀し
ゅ
う一い
ち

郎ろ
う

平
成
二
十
二
年
・
商
学
部
卒

㈱
ノ
ン
ピ　

取
締
役
副
社
長

東
京
都
中
野
区
在
住

安あ
ん

藤ど
う　

立た
つ

美み

昭
和
五
十
年
・
法
学
部
卒

東
京
信
用
保
証
協
会

理
事
長

東
京
都
杉
並
区
在
住
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ら
一
位
に
大
き
く
順
位
を
上
げ
、「
入
試
方
法
が
自

分
に
合
っ
て
い
る
」
な
ど
複
数
項
目
で
上
位
に
ラ
ン

ク
イ
ン
し
た
（
い
ず
れ
も
関
東
エ
リ
ア
）。

こ
の
調
査
は
、
リ
ク
ル
ー
ト
進
学
総
研
が
大
学
に

対
す
る
志
願
度
、
知
名
度
、
イ
メ
ー
ジ
を
把
握
す
る

こ
と
を
目
的
に
行
っ
て
い
て
、
今
年
で
十
三
回
目
。

二
〇
二
〇
年
四
月
に
関
東
・
東
海
・
関
西
の
各
地
区

の
高
校
三
年
生
約
二
万
人
の
回
答
か
ら
集
計
さ
れ
た
。

明
治
大
学
は
二
〇
一
七
年
以
降
、
三
年
続
け
て
「
志

願
し
た
い
大
学
」
で
二
位
を
記
録
し
て
い
た
が
、
四

年
ぶ
り
に
一
位
に
返
り
咲
い
た
形
と
な
っ
た
。

「
志
願
し
た
い
大
学
ト
ッ
プ
５
（
関
東
エ
リ
ア
）」

１
位
（
２
）　

明
治
大
学	
８
・
７
％

２
位
（
１
）　

早
稲
田
大
学	

８
・
５
％

３
位
（
３
）　

青
山
学
院
大
学	

７
・
７
％

４
位
（
４
）　

立
教
大
学	

６
・
７
％

５
位
（
６
）　

日
本
大
学	

６
・
５
％

●
春
学
期

約
八
千
四
百
科
目
で
オ
ン
ラ
イ
ン
授
業
を
実
施

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
拡
大
を
受
け
、
明

治
大
学
で
は
、
二
〇
二
〇
年
度
春
学
期
、
大
学
と
し

て
初
め
て
の
取
り
組
み
と
な
る
全
学
的
な
オ
ン
ラ
イ

ン
授
業
が
実
施
さ
れ
た
。

二
月
以
降
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
が
拡

※
（　

）
内
は
昨
年
順
位
。
％
は
志
願
度

「
進
学
ブ
ラ
ン
ド
力
調
査
二
〇
二
〇
」

リ
ク
ル
ー
ト
進
学
総
研
調
べ

大
し
て
い
く
中
、
学
生
の
感
染
リ
ス
ク
の
防
止
を
図

り
な
が
ら
教
育
活
動
を
維
持
し
て
い
く
た
め
、
学
内

で
は
、
新
年
度
の
授
業
開
始
時
期
の
繰
り
下
げ
、
オ

ン
ラ
イ
ン
形
式
で
の
授
業
実
施
に
つ
い
て
準
備
・
検

討
が
進
め
ら
れ
た
。
同
時
に
、
オ
ン
ラ
イ
ン
授
業
を

円
滑
に
行
う
た
め
、
動
画
配
信
用
の
メ
デ
ィ
ア
サ
ー

バ
ー
の
増
強
や
、
オ
ン
ラ
イ
ン
会
議
シ
ス
テ
ム
（
Ｚ

ｏ
ｏ
ｍ
有
料
版
）
の
全
教
職
員
向
け
の
使
用
ラ
イ
セ

ン
ス
の
調
達
に
加
え
、
学
生
へ
の
支
援
策
と
し
て
、

ノ
ー
ト
パ
ソ
コ
ン
お
よ
び
通
信
機
器
の
無
償
貸
与
や

経
済
困
窮
者
へ
の
経
済
的
支
援
な
ど
が
実
施
さ
れ
た
。

春
学
期
は
約
八
千
四
百
科
目
が
オ
ン
ラ
イ
ン
形
式

を
主
と
し
て
開
講
さ
れ
、
約
二
千
三
百
人
の
教
員
が

授
業
を
担
当
し
た
。

明
治
大
学
の
オ
ン
ラ
イ
ン
授
業
は
、「
資
料
・
課

題
提
示
型
」、「
オ
ン
デ
マ
ン
ド
型
（
収
録
動
画
配
信

型
）」、「
リ
ア
ル
タ
イ
ム
配
信
型
（
同
時
双
方
向
型
）」

の
三
つ
の
形
態
か
ら
選
択
、
あ
る
い
は
こ
れ
ら
を
組

み
合
わ
せ
た
形
で
実
施
さ
れ
て
お
り
、
予
習
や
事
後

の
課
題
提
出
な
ど
を
通
じ
て
、
従
来
行
わ
れ
て
い
た

対
面
授
業
に
相
当
す
る
教
育
効
果
を
持
た
せ
る
こ
と

を
目
標
と
し
て
い
る
。

な
お
、
七
月
以
降
は
、
春
学
期
特
別
補
講
期
間

（
八
月
十
七
日
〜
九
月
十
二
日
）
も
活
用
し
な
が
ら
、

実
験
・
実
習
科
目
や
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
科
目
等
の
一
部
で
、

感
染
対
策
の
徹
底
と
、
登
校
で
き
な
い
学
生
へ
の
配

慮
を
徹
底
し
つ
つ
対
面
授
業
が
実
施
さ
れ
て
い
る
。

ま
た
、
教
務
部
で
は
、
五
月
下
旬
と
八
月
上
旬
の

二
回
、
全
学
生
を
対
象
と
し
た
授
業
ア
ン
ケ
ー
ト
を

実
施
し
た
。
五
月
の
ア
ン
ケ
ー
ト
で
は
九
千
六
百
七

十
六
人
、
八
月
は
七
千
二
百
三
十
人
か
ら
回
答
が

あ
っ
た
。
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
は
教
務
部
委
員
会
、
学

部
長
会
な
ど
の
学
内
会
議
体
で
議
論
し
、
学
生
お
よ

び
教
員
向
け
にO

h-o!M
eiji

シ
ス
テ
ム
を
通
じ
て

フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
す
る
な
ど
、
学
生
の
意
見
を
汲
み

取
り
な
が
ら
、
コ
ロ
ナ
禍
に
お
け
る
大
学
教
育
の
質

向
上
を
目
指
し
た
取
り
組
み
が
続
け
ら
れ
て
い
る
。

●
第
二
十
三
回 

明
治
大
学
ホ
ー
ム
カ
ミ
ン
グ
デ
ー

今
年
は
特
設
サ
イ
ト（
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
）で
開
催

今
年
で
二
十
三
回
目
を
迎
え
る
「
ホ
ー
ム
カ
ミ
ン

グ
デ
ー
」
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
防

止
の
観
点
か
ら
、
キ
ャ
ン
パ
ス
で
の
開
催
は
中
止
と

な
り
ま
し
た
。
そ
の
代
替
措
置
と
し
て
、
ホ
ー
ム
カ

ミ
ン
グ
デ
ー
特
設
サ
イ
ト
（
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
）
が
開

設
さ
れ
、
動
画
配
信
な
ど
校
友
の
皆
さ
ま
に
お
楽
し

み
い
た
だ
け
る
コ
ン
テ
ン
ツ
が
用
意
さ
れ
ま
す
。
ご

自
宅
の
パ
ソ
コ
ン
、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
、
タ
ブ
レ
ッ

ト
端
末
か
ら
ア
ク
セ
ス
し
て
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

第
二
十
三
回
ホ
ー
ム
カ
ミ
ン
グ
デ
ー
特
設
サ
イ
ト

は
十
月
二
十
五
日
（
日
）
公
開
予
定
！

Ｕ
Ｒ
Ｌ
は
下
記
の
通
り
。

http
s://w

w
w
.m
eiji.ac.jp

/koyuka/
hom

ecom
ing/
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◆
七
月
総
会
出
席
者

青
柳
勝
栄
、
浅
井
宏
、
安
達
明
正
、
泉
山
和
久
、

伊
原
敏
雄
、
宇
川
一
夫
、
潮
田
伊
佐
夫
、
大
石
哲
也
、

大
野
正
美
、
大
原
幸
男
、
大
村
託
現
、
奥
村
勝
広
、

鬼
塚
和
也
、
金
井
健
、
栢
森
靖
、
川
瀬
透
、
河
村
博
、

神
林
光
、
草
木
頼
幸
、
栗
原
権
右
衛
門
、
古
賀
慎
一

郎
、
小
島
清
治
、
兒
玉
圭
司
、
小
山
修
、
小
山
有
彦
、

根
田
吉
雄
、
齋
藤
柳
光
、
坂
本
孝
行
、
佐
藤
健
、
佐

藤
仁
、
佐
野
公
哉
、
柴
田
清
之
、
杉
浦
伸
二
、
鈴
木

紘
一
、
鈴
木
隆
志
、
関
根
均
、
相
臺
志
浩
、
髙
澤
徹
、

髙
橋
郁
夫
、
田
村
駿
、
辻
井
知
明
、
寺
本
裕
明
、
当

山
明
彦
、
富
水
流
孝
二
、
中
里
猛
志
、
中
根
武
、
西

澤
豊
、
二
宮
充
子
、
萩
原
裕
次
、
長
谷
川
進
一
、
畠

中
君
代
、
塙
英
幸
、
平
田
桂
子
、
平
田
静
子
、
深
代

尚
夫
、
福
田
和
彦
、
藤
代
耕
一
、
古
本
英
樹
、
眞
壁

八
郎
、
宮
本
浩
二
、
村
岡
健
、
室
井
恵
明
、
本
橋
尚

樹
、
柳
谷
孝
、
山
田
朝
彦
、
吉
田
光
一
郎
、
渡
邊
建

三

★明治大学広報（9月1日号）に掲載された大学への支援広告。今後2ヵ月に1回掲載していく予定です。

こ
の
た
び
連
合
駿
台
会
広
報
委
員
を
拝
命
い
た
し
ま
し

た
平
田
静
子
で
す
。

こ
の
コ
ロ
ナ
禍
に
お
い
て
は
、
あ
ら
ゆ
る
会
合
や
集
会

も
ま
ま
な
ら
ず
、
な
か
な
か
様
々
な
こ
と
が
進
ま
な
い
状

況
に
あ
り
ま
す
。
し
か
し
、
物
事
に
は
課
題
は
あ
る
し
、

す
べ
て
を
止
め
る
わ
け
に
は
い
か
な
い
。
連
合
駿
台
会
も

然
り
。
こ
れ
か
ら
の
連
合
駿
台
会
を
ど
う
Ｐ
Ｒ
し
て
い
く

か
。
実
に
大
切
で
す
。

九
月
四
日
、
新
し
い
体
制
の
広
報
委
員
会
第
一
回
目
が

齋
藤
委
員
長
の
も
と
コ
ロ
ナ
対
策
を
し
な
が
ら
開
か
れ
ま

し
た
。
ち
ょ
っ
と
残
念
な
こ
と
だ
が
、
実
は
明
治
大
学
の

中
、
そ
し
て
卒
業
生
に
も
連
合
駿
台
会
を
知
る
人
は
少
な

い
。
こ
れ
は
私
も
実
感
し
て
い
る
。
田
村
会
長
か
ら
も
同

様
の
発
言
が
あ
り
、
う
ー
む
こ
れ
は
も
っ
た
い
な
い
こ
と

だ
な
と
改
め
て
感
じ
た
。
な
ぜ
な
ら
明
治
大
学
は
素
晴
ら

し
い
人
材
を
輩
出
し
て
い
る
。
財
界
、
政
界
、
法
曹
界
を

始
め
と
し
た
各
界
で
活
躍
さ
れ
て
い
る
方
が
多
い
こ
と
を

も
っ
と
ア
ピ
ー
ル
す
る
こ
と
で
、
明
治
大
学
の
名
を
高
ら

し
め
る
こ
と
に
な
る
の
で
は
な
い
か
。
明
治
大
卒
の
誇
り

と
結
束
の
強
さ
を
さ
ら
に
高
め
た
い
と
こ
ろ
で
あ
る
。
そ

の
よ
う
な
思
い
は
、
一
人
ひ
と
り
の
小
さ
な
意
識
が
積
み

重
な
っ
て
大
き
な
意
識
、
パ
ワ
ー
に
な
る
事
は
間
違
い
な

い
。
皆
様
の
お
力
を
い
た
だ
き
な
が
ら
、
連
合
駿
台
会
の

広
報
に
努
め
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
よ
ろ
し
く
お
願

い
い
た
し
ま
す
。

（
平
田
静
子
）

【
編
集
後
記
】


